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東 部南 海 ト ラ フ付 加 体 にお け る冷湧 水 の

化 学 的 性 質 （ＫＡＩＫＯ-ＴＯＫＡＩ計 画 ）：

「し ん かい6500 」 潜 航#113 報 告
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東劔南海トラフ|こお けるプレー・沈み込み冷灑水帯の鼈卑化学的鱒明のために， 日仏

ｙ・ＩＫｏ-ＮＡＮＫＡＩ計・ 【19韵年】で兇見されたシｇウリガイコｐｓ－を再訪し，海底直上海

水と海底堆積勦の同時採取を「しんかいｓ ｗl」 で初めて行・ た．齟底鏖上水は，「しんかい

匐鴾丿 用4こ闕発した典水擂取装ｌ を「しんかい圖》０」向きに改良 廴た採水装置によ･s で．また

淘ｓ歯槽物は．「しんかい200e 」で すでに使用貪績のある打ち込み式●●コアうーをｒしんか

い騙ｘＵ で初めて使用することによ･･て，それぞれ成功裏に擂靤された．堆羨枷中 の間膝水を

『よこすか』趙上で餡出 し， コロｓ 一付近の堆積間隙水中ｅ 韭要辯・鑰４ｔ ン. Ma 00.

Ｈａ ＮＲ,゙ .sｉｏｏ Ｐｏ,s’.ｐＨ及びフルカ９慶の鉛●４ 布を明らかにした．シｇ ウリガイ=7

uXI － からわずか加ｃｍ辯れただけで．堆積●の闕随水中には|まとんど硫破還元の兆儂は諾め

られず．コｏｓ－の内側と外側で棯鬩隘水の｛匕学的性質4こ曹しい落差のある可ｓ 鰺を示した．

な匐．シｏウりガ イコロｓ一内ではその外側|こ比べて．衰蕭瑤糖麭のａ度が明らか1ご高いこと

を鍠謖 廴た．

jｇ
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Chemical  Characteristics of Cold Seepage  at the

Eastern  Nankai  Trough  Accretionary  Prism

(KAIKO-TOKAI  Program)  : a Preliminary

Report  of the Dive  113 of "Shinkai 6500"
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In  an effort to elucidate geochemical  behaviors  of cold seepage at (he plate
 subduetfon

sone  in the eastern Nankai  Trough  water samples  just above  the bottom  and  a
 sediment

core  sample  were  collected at the same  time using  the su&roersible "SKirtkai G50D" at one

of  the  Cotyftogene  communities  located  during  the  Japan-France  KAIKO-NANKAJ

project in 1989, The  water  samples  <8 bottles) were  taken  with  a  specially designed

pumping  system  whose  proto-type  had  already  been  utilized (or "Shkikai  2000* dives.

The  undisturbed  sediment  sample  with  a diameter  of 9cm  and  a length of 14cro was

successfully recovered  with  the Mssusawa-type  pile driving  corer. Sedimentary  pore

waters  were  squeezed  on board  "Yokosuka"  to obtain vertical profiles of major
 cations

and  anions, Mn  Ql), H?S, NH ≪*, SiO≫, FO/",  pH  and  alkalinity. We  suggest  that there

may  be  a. drastic change  o( pore chemUtsy  fcetw^er. inside a*vd the

Cotyph)geaa  community,  because  the sedimentary  pore  waters  recovered  from
 only  0.3

meter  apart from  the margin  of the community  show  little indication of in
 situ sulfate

reduction  Jt  was  confirmed  that  surface sediment  temperature  Is higher  inside the

Caiypws&ia  community  than  the outside.

Key  words:  Cold seepage, Subduction  zone, Kankai  Trough.  Geochemistry,  Accrelionary

prf&m,  Pore fluids, KAOCO-TOKAJ  program

１．は じ め に

プレートの沈み込みにともない。 プレート上の堆積物

の一部がはぎ取られて簷側に押しつけられたものを，一

般に付加体 と呼んでいる。付加体は， プレート運助に

よりて圧縮され，付加体の内部から闘隙水が絞り出され

て断層沿いに嶌窿に湧出する。このような湧出水（熱水

のように高温で 朏ないことから冷湧水と呼ばれる）は，

硫化水素やメタｙガスを豊富に含み，シロウリガイや/ヽ

,tリムシなどの葦淮牟物群集に共生ずる化学合ｓｌ匍Ｉ の

栄養源になると言われる。

御前崎沖の東郎南梅トラフ（図1 ）では，フィりピン

海プレートの沈み込みに俾う付加体が発達している。 す

で にl 斡5 年 の日 仏ＫＡＩＫＯ計百 （１４ Pichon et a1..

ｊｇ

1987 ），1989 年 の 日 仏KAK0-NANKA1 叶 面 （ 小 林 ・

Le  Pichon,  1990 ； Le Ｐｉｃｌｘ･ｎ ｅt al

 
 1992) の 巓 に フラ

ン ス の 譫 水 船 ノ ー テ ４ ル に よ り て ， 顕 著 な シ ロ ウ リ ガ イ

コ 霤 ニ ー （ 冷 湧 水 壙 ） が多 歓 発 見 さ れ て い る ．199 溥 に

は 海 洋 科 字 岐 銜 セ ン タ ー(JAMSTEC) の ｒし ん か い

6500Lj も同 海 域 に 漫 航 し ． 冷 湧 水 域 を ● ｓ し て い る． こ

れ ま で の同 海 域 で の 潜 航 間 査 を 通 じ て ， 冷 湧 水 を 含 む 海

底 廈 卜水 が 探 取 分 析 さ れ ． 適 業 海 水 と は明 ら か に 異 な・

た 化 学 組 成 を も つ 冷 湧 水 が 柮 出 さ れ た （Ｂｃｕ14 ｕe

eta1,1917 ； Ｇａｍｏ ｅt al.,1992 ）． し か し ， 冷 風 水 の ｚ ｙ

ド メ ン パ ー の 化 牟 組 成 や 化 学 フ ラ ッ ク ス ． さ らに そ れ ら

の 時 空 間 変 動 に つ い て は ま だ 総 と ん ど 明 ら か で ない ．

本 研 究 は ， こ れ ま で に 継 統 し て 行 な っ て き た南 海 ト ラ

ＪＡＭs ＴＥｃ Ｊ.Ｄｕp ｓ岫 Ｒ●ｓ.1011 剪･l



図 １ 潜航地点（皿）及び東留南海トラフ周辺海姐鬩

Ｆｉｇ.１ Map s ｂＯwiｑ the diving location （・ ）1n the

ｅａｓt巵rnNjnkijTr ｏｕｇｈａrｅ・

フ沈み込み冷湧水域の総合的地球化学研究 の一環とし

て｡1992 年 に｛ しんかい654｝O 」 を 用い てKAIKO-

NANKAI 計画で発見されたシロウリガイコロニー周辺

を再調査したものである。研究の主目的は，冷湧水，海

底堆積物（間隙水）及び底冷牟物の化学的性質を明らか

にすることによって，冷湧水の起源やｲﾋ学フラックスの

解明を遒めることであるが， 就航して比較的日の洩い

「しんかい6500」を用いて，海水や堆積物を効率よく採

取する手法を確立することも， 本潜航 の重要な目的で

あ･・た。

２，糊航綢稾の概要(｢ しんかい6500｣ 瀧航畚113)

2.1　 日畤，溜航位置及び鵬航者

1992年ｓ月24日，９時47分～17 時15分( ハッチ閉鎖

時間)

東部南海トラフ(33 °黯洳'Ｎ.x37゛5ｔ４ぎＥ)(ｗＧs-

84測地系による)

墻冰船齢長：赤澤克文

船長補佐　：飯鴫一樹

観察者　 ：蒻生俊敬

(船上待槽：石橋純一瓢 下鳥公紀 中塚武，角皆

溷)

JAMSTEC J. Ｄ･●p ｓ･･ Ｒ●●･. la心叫

２． ２　ペイロード

２． ２．１　舳外取付け機器

熱水瞿水器（ポンプ。回転パルプ， 採水筒８本付き，

東大海洋研究所所有のもの）

増澤式重錘打ち込みコアラー（名大大気水圃科学肝究

所所有のもの）

生物採取用木箱(250 ×250×2ｓ，船上で製作したも

の）

マニピ，レーダーの先端|こ装萄したもの：

採水吸入口（外径１０ｍｍ．内径８ｍｍのチタン管），温

度計-l（「しんかい6500」に富備されているもの。先端

のみに白金抵抗体を内蔵し，船内で温度が直前できる）

及ぴ温度叶-2 （ＪＡＭＳＴＥＣ所有 の海洋電子（棟）製ピー

トフローメーター/モデルＫＨＦ-001. 先端及び先端から

10cm 及び20cｓの合叶３点に白金鯲吭温度計を内蔵。ｇ

下，これらの白金 センサーを先端から願にセンサーl.

センサ ー2，及ぴ●冫サー３と呼ぷ）。 これら２覆順の

温度叶は一麹に凍ねて「しんかい6500」のマニピ・ レー

ダーに圜縛し，置度計-2を根元まで埋没させたとき。温

度叶-1 の先端が海底直上数ｃｍにくるように位贋を関節

した。探水騷入口もマｘピ。レーダーに固定したが，上

肥の温震計の朿とは18口度逆向きに取り付け，温度計測

中に撒水口が堆積勧でふさがるのを避けた。

2. 2.  2 船内持ち込み機器

採水用24ｖ直洫電源

採水助作制御箱

温度ま卜2 用データロガー

２．３　潜航記録

09:47 ハッチ閉鎖。

10:00 着水｡

10:11 ベンド全闘。潜航開始。

10:33 深度1.000皿。

11:32 深度3,675m 。下降用バラスト齟瞬。海底から

の高度85m 。

11:35 深度3,?00molj 》46°c。 高度50m.

11:44 海底視認。

11:54 諏度a751m 。 観租8m 。 硫向流速，320 °へoj

ノ。卜。小ないし中璽のシロウリガイ【死に輦

の長さ: 】0～２０ｃｍ）がときたま小規模な群集

（貝の数は20匹程度）をなす。 貝は楹とλ ど泥

中に埋もれている。梅底面には貝のはい嚇がす

じ状に残りている。

11:56 150 °方『匈にある目標点に向かいゆ･ｺくり航走鬨

姶（置廖S,7slm ）。

ｊ４５



12: 18 約30匹のシロウリガ4 コロニー（アネモネが約

10匹付薯している）。

12:21 前方に初めて大規桟なコロニー群を視訛 そち

らに向きを変える。

12:22 停止。 複数の大規植な円形のコロニーが，約10

メ ート ルの間隔で点在している。１つ のコロ

ニー内の貝の数は數百のオーダーで，赤栂色の

アネモネ（数十綱体）が貝に付●している。 コ

ロユーとコロニーの間には貝の移勤した跡とみ

られるすじが多数交黹し，死に殼がまぱらに点

在 廴ているほか，良き30cmfi の巨大シロウリ

ガイが単独で直立しているのか敷個見られる。

コロ５－内のみ累 い海底土が露出している。１

つのコｏニ ーの疸腕に薯底（鈿度:3,761・ ）。

図21 ご，以下 の観測作業の位Ｉ 関係を示す。

12:41 重軈コフラーをサンブルバスケットから取り出

す。

12:44 鳶錘コフラーを。コアラーの中心がコロニーの

左側の練の約加cm 外に置く（図２参翻）。ダラ

パを離したところ，１７ラーは自重で約20cm

沈下した（O～40cm の目盛りのうち，0 ～匐ｃｍ

までしか見えなくなる）。

12:50 コロｘ－の手前側から， グラパで シロウリガイ

を諚夐。シロウリガイの長さは。いずれも10～

15cm 程鹿。

図 ２ シロ ウ リガ イコ ロｓ 一に お い て 行・ た 雛測 項目 と それ ら

の 位 置関 係

lりｇ.２ Location of temperature ｍ“･ ｕrｅｍｅｎt４ ｃｏrｉｎｇ.

畭d h ｙdｒｅｃｌｓtｓ performed ｉｎ and 酊ｏｕnd the

Calyptogena cQIcn ｙ visited bｙ ` Shinka1 6800 ’.

13:Oa コロｓ－の縁（シロウリガイを探取した墻所の

少 し右側，図 ２のTemp-| ）で簒Ｉ回温度計測

（1ﾖ:09 まで）。温度叶-2 のほぽ根元まで突き刺

す（以下 の温塵叶測についても同標）。このと

き温変肝-1の表示:1 加0 ℃。

13 : 10 図 ２のＴｅｍｐ-2 で節２回温度叶測（13:2S ま

で）。温度叶-l:1.580 ℃。

13:13 莖鐘コアラーの打ち込み（轆の上下運動）を15

回行う。 錻ぽ完全に打ち込まれ，コアラーのア

ク９ル管の毎分がほとんど見えなくなる（写真

1）。少な くとも歟さ40cm まで堆稜物は非常に

柔らかいことがわかる。

13:28 マニピａレーダーの油圧がダウンし，両湟度セ

ンサーが3a砂闖ほど海底面に中途半端に突き剌

さる（罎ぽ２回目の鈿廖計灑地点亠同じ場所）。

13:31　 コロｘ一内（図２のＴｓlp-3 ）で。第３回且度

計測（IB:36 まで）。虱度計-1:1.586*℃。

13:38 探水 １本目（Ｈyd-1 ）を第Ｓ回温度叶測とほ

ぽ同一点で行う。

13:41 同一点で採水２本目.

IS:47 捉水管の先増を左に移動し， コロニーの中心に

さらに近付ける。

1S:48 筐水３本目（Ｈｙd-S）。採水中にマｘピ・レー

ターの油圧が ダウンし。採水管横倒しとなる

が， そのまま続行（写裏２参屍）。

13:50 採水管檎側しのまま，探水４本目。

13 : 53　採水 ４ 本目 と同位・ で， 第 ４回温度叶測

（Ｔｅｍｐ-4）。 温度叶-I:1.１】0℃｡

14:05 重錘 コフラーを引き抜いてサンブルパスケ。ト

ヘ格納。

14 :48 重晒 コアラーを引き抜いた後の穴の中へ吸人口

を差し込み，採水５本目｛｝･ｙd-S）。

14:51 同一場所で探水６本目。

14:56 採水管の先端を穴の中にさらに2～3cm 深く入

れ，採水？本目。

14:59 同一場所で採水８本目。

15:02 コロニーの外側（パ 。タダラウンド）で第5 回

且度計測(Temp-5)｡ 温度|卜I:lj74 ℃。

15:10 バラスト投下，芹上開始。

16:4｛l 浮上（潜航時間：６時間2S分）。

16 :51 吊り上げ。

17:15 ハッチ闘敵（八。チ閉鎖時闕：７時間2S分）。

JＡＭＳＴ£CJ. Ｄ●●ｐ Ｓ●・ Ｒ●１,.10 旧94 ）



２．４ 埼甄 廠質，生物等海鐡● 察のま とめ

２．４．１　地　　 形

今回 の講鮒は，東部南海 トラフ付加休最 南端の スラ ス

ト面 （深度約4 ぶ玲0朧） から斜面を200m ほ ど 上昇 した平

坦郎のシロウリガイコロニ ーで行なわ れた。 こ こは日仏

KAIKO-NAHKAI 計 画 のSit ｅ－1 で ある （Le Pichon

et  aL, 1992 ； C11amot- Ｒｏｏｋｅ et al.｡1992）。 ま た，1991

年 に行 なわれた「しん かい65ea 」 鶸航 ＃71 （観 業者：東

大海洋 研・瀬川劑朗）の跼査岫点 とも 岨ぱ同 じである。

本喬航は試料の探取を主 目的とした ので，陰形 が平 坦

な シロ ウリガイコロニ ー域4こ直行 した。貘庭畿，航走中

に観察 した海底面はごくわずかで，あ まり特徴 のない平

坦な海底面 が続いた。

2.  4.  2 底　　 質

堆積物の表面は白りぽい泥。バラ ストの投下 や スラ ス

ターの回 転4こよ 。て簡単に舞い上 がる 禄ど。竝窿 は鈿 か

い。 シロウりガイコロニ ー内 のみ，鳶 色の泥 が露出し て

いる。 また。 コロニーから數蝕 ｍ程度 離れ た場所では，

表面 は白ウぽい泥で讀 われてい るが， 數cf11下 か らは黒

色の泥 の●|こ変わる。 コロニー外の堆 積物 表面 は，シ ロ

ウりガ イがはい回ｇたあとと思 われる すじあとが多数 み

られる。

2.  4.  3 生　　 匏

今回 の観測場所は， 直径1.S～2m の ほ ぽ円形 をし た

シロウリガ イコｃニーで， コロニ ー内 に諡 シロ ウリガ４

が数百個体密集してい た。 その 縁ぽ ９割 は長 さ10 ～15

cm 程 度 の大きさ で， 雌 のほとん どを堆種 物中 に没 し，

水管のみ海水中に央き出していた。 そ の他 の貝は長さ20

cm 程 度 とやや大 きく，殼の1/3 か ら 半分近 くを 海底 上

に纖出させ，それらの多くは殼の先端 に略赤色 のアネモ

ネを付 着させてい た。 その他。 コロｓ 一内 で檎 伺し に

な･1 て いる貝も所々に見られた。 これ らは，貝 が密集 し

すぎたためにはじき出されたものか， あ るいは死 んで い

るのか不明である。明らかな死に殼 （迦 が 閧い ている も

の） も コ ロｓ － の 曇| こ多 く 見 ら れ た。KAIKO-

NANKAI 計 画の際の観測結果からみ て， 今回潜 航し た

平坦な 海底・ （深度3,760 ～S,7SOm ）| ごは， こ のよ うな

円形 パ 。チ状の コロニ ーが，ほぱ 東 西方向 の等 瀝線 に

汾り て ベル１吠に碗 い てい るは ずで ある。 なお ， コｏ

ニ ーと コ11 ニ ーの闕の海底面には，さ らに 大型（長さ30

cm 程 慶 と推定される）のシｏウリガ イが數個体 ，群一隻

を形成せず単独 で。殼を半分曜度毒水中 に突き出してい

るのが観察された。
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２ ． ５ 採 取 賦 料 と 舶 上 分 析

以 下| こ示 し た よ う な 海 水 及 び 堆 積 勧 試 料 を 回 収 し た 。

生 物 試 科 （ シ ｇ ウ り ガ イ ） は ， 採 取 箱 の 蓋 が 潜 航 中 に 破

損 ・ 流 失 し た た め ， 浮 上 時 に 海 面 で す べ て 失 わ れ た。

2,  5.  1　 海 水 試 料 Ｎ０.1 ～8 （ 各7SOml ）

Ｎａ ｌ～4: シ ロ ウ ９ ガ イ コ ロ ニ ー の 良 上 水

Ｎａ ５～8: ・ 錘 コ ア ラ ー を 抜 い たあ と に で き た 穴 の 中

の 水

２ ． ５ ． ２　 堆 積 物 賦 料 （ 重 艢 コ ア ラ ー|こよ る ）

シ ロ ウ リ ガ イ コ ロ ニ ー の 縁 か ら 約30em 外 側 の 堆 積 勧 。

直 径 ㈲ ｍ ｍ ， 長 き140m 皿 。

2.  5.  3　 謝 水 賦 料 の 分 析

ｐａ （Ｃｏｍｉｌｇ.IQn anjll ｙｚｅｒ 250 ）， ア ル カ り度 （ Ｍｇt･

rｓｈｍ.Se5 nns ｉｍａt自 齏 滴 定 装 置 に よ る グ ラ ｙ プ ロ ッ １

法 ）， 硫 化 水 素 （ Ｍｅtｒｃｈｍ Ａ息 ゛/SI ’電 極 とMetro  tun

654  pH met セrに よ る 滴 定 ）， シ り ヵ ， フ ン を こ 了 ， リ ン

酸 （ 鳥 冷 ＵＶ-120e 分 光 光 度 計 に よ る 比 色 分 析 ） を 船 上

で 分 析 。

さ ら に ， 擦 存 気 体 （ メ タ ン ， ヘ リ ウ ム 。 全 炭 酸 龠1 と

安 定 同 位 体 比 ）， 主 萎 陽 イ オ ン 亠 朏 イ オ ン， 水 の 水 素 と

酸 素 の 同 位 体 比 及 び 徼・ 電 金・ 等 を 後 日 分 沂 す る た め

|こ， 試 科 を 分 取 し て 持 ち 煬 ・ た 。

2.  6.  4　 燉 種 物 賦 料

厚 さ 加 ｍｍ ず つ ７ 駟 に ス ラ イ ス Ｌ ， 船 上 で 闖 陳 水 を 油

圧 圧 縮 方 式 で 抽 出 し た 。 得 ら れ た 関 庫 水 は ， 各 屬 と も 約

40ml で あ ・ た 。

間 隙 水 試 料 の 一 郎 を 用 い て ， 海 水 賦 料 と 同 じ 項 目 （ 徳

化 水 素 を 除 く ） に つ い て 船 上 分 析 を 行 り た 。 ま た ， 主 要

陽 イ オ ン と 陰 ４ オ ン， 全 炭 酸 と 炭 素 同 位 体 比 ， 硫 化 水 素

な ど の 陸 上 分 析 挧 に 試 料 を 分 取 ・保 存 し た 。

名 古 屋 大 学 大 気 水 ● 科 学 研 究 所 に お い て ， Ｃ】’.

SO41 ’， Ｎａ’. Ｍ ＳＩ゛. Ｃａｌ ，゙ Ｋ ，゙ Ｍ ｎ （ Ｕ） 及 びH ≪S

を.  Masuzawa et al. （1992 ） の 方 法| こよ り 分 析 し た 。

３．備果と考察

３． １　賦科採取について

海庭直上水の酋謇に用いた為水採水装置は． 原理は

『しんかい200e』用熟水採取裝Ｉ （酒＃ll か. 1990  ; V

生，1993 ）とほとんど同一であるが，「し４かい20㈲」

用装置を「しんかい6500L」にそのまま搭載することはで

きなかったので，「しんかい6500」岡 に新たに製作した

ものである．そ の滕， 採水装置の主要郎分（深梅ポ ン

プ．自鴦回転･りレプ，及び探水簡（8 本）の相互配置を

大幅に慶更し， 耐圧容器を6,500m 仕様とし．かつこ れ
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らを「しん かい650a 亅 耐圧鹽 の下側に収納する形 状とし

た。採 水装 置の第１号機は19SO 年度 に海洋科学技 術セン

ターで制作 された。1991 年の 「 しんかい6500 亅 ● 翦＃72

（ 西 部南海トラフ，瀲航者：東大淘洋研 一藤 本博 巳） で

作 動 賦験 を 行な･, た 很 （藤 本ほ か，1991 ）， 同年 の

STARMER 叶 面 （北 フ４ジー海 盆） で本格 的に 使JI さ

れた（）sｉ ｂａｓhi et aL. IS･4）。 これらの便用 実績 に基づ

き。細郎に改良を加え た２号機が，IS91 年度 に東大海 洋

研究所 で制作 された。本Ｓ航で使用 したのはこの2 号 機

である。洵水中 でめ使用は初 めてであ 。たが，所期の性

能どおりに作動し，Ｓ本の探水筒すぺてに コロニ ーの直

上梅水が採取された。

重錘打ち込 み式=7 アラーは，当初「しんかい2000 凵 用

に開発 され たもので（増澤・半田，1989 ）， 今回使用し

たものはそ の改良型である。「しんかい6500 」に 鏘載す

るのは初めてであ 。たが，これも順誨に作動し， シロウ

９ガイコロｘ 一近 傍から，不攪乱（かくらん）の墸驢物

試料 （直径８ｃｍ）を鈿さHem に わ た 。て回収 すること

に成功 した。

堆積 勧試料は。 シロウ９ガ イコロエ ー内 から採取する

のが望ましか 。たが，１７ ラーを 安定 に段 置するには，

梅底面 から貝を除いて平坦にする必 要かあっ た。 しかし

貝の生息密度 があまりに高いこと。ま た貝を 披き取るこ

とによ 。て堆積層を大相にかき乱すなど の問題点 があ 。

た。ま た今回仕「しんかい650a 亅 によ る同 コ アラーの最

初の作衢肇認 とい うこともあり，墻種物 試料を 牆実に回

収する ことを優先した。 このような事情から， コロニ ー

内 から の堆積物探取は次回の課題に残 した。

３． ２ 温 度 測 定

潜航記傳 （2.3 ）に 述ぺたように，温度l卜1 に ようて

計測された海底直上水の温度をコロニ ーの内 側と外側で

比較すると。 前者 の方 か後者より も0j02～0.0a ℃ 高 い傾

向 がある。 これはコロニ ー内 では湧水のしみだしがあ る

ためと考えら れる。

図３は。麗ぽI卜2 の データである。５回の漫庚計 測を

（I ）～（5） の数字 で示し てある。セ ンサ ー１．Ｘ ３の温

度記録 が温度輪 （篆紬）に関 廴て氤1～Oj5 ℃ 雅彦 ずっ ず

れてい るのは，セ ンサーのfiftl!iF を 行 な 。ていない た

めで， 温度計が海水中にあるときは３つのセｙサ ーは本

耒同一 温度を示 すべき であ る。 ただ しここでは。 それ

ぞれの センサーの相対 的な温度変化に注目 したい ので，

図を見やすくすること もありて，あえ て補正を加え てい

ない。 コロニ ー内 での計測（1 ）～（4 ） と。 コロｘ 一外 の

什測 （5） のＦ 昜を センサー１（地中へ深さ約Ｓｃｍ挿入

3*8

図 ３ ビート フ ロ ー プｃ － プ( 温jｔ 計-2) による 浬度記 録。 測

定(1) ～(4) は シ ロ ウ リガ イ コ ロｘ 一 内， 測 定(5) 糅コロ

ニ ー外 で行･5 た。

Fig.  3 Te 肌ｐｅrａtｕｒｅ records ｂｙ tlｓt ｈr衂t ｅｍｐｅrａtｕrｌ

sensors of the heat flow probe. Ｍａ･･ｕrement ｓ{11

爿43 ｗ 黔f湊performed １ｎ１４ｅ the Q11yμ ζＳｌｓａ colony

●ｎｄ ｍｅａｓｕremant451 ｗａｓｏｕtｓldet ｈｅｃｃＩｏｎｙ.

し た ） に つ い て 比 較 す る と ， 計 測 （| ）～（4 ） で は釣

U4 ℃ の 温 度 上 昇 が 観 測 さ れ た の に 対 し ， 叶 測 （5 ） で

は そ の 半 分 の0.02 ℃ し か 温 度 が 上 昇 し て い な い こ と が わ

か る 。 す な わ ち ， 地 中20cm の・ 麦 は 。 コ ロ ニ ー の 内部

の 方 が 外 側 に 比 ぺ て 明 ら か に 高 温 で ， 冷 湧 水 に 伴 う コ ロ

ｘ 一 内 の 高 い ピ ー ト フ ロ ー を 反 映 し て い る も の と 考 え ら

れ る 。

シ ロ ウ ・ ガ イ ・ コ ロ ｓ 一内 で地 中 洫 度 が 高 い こ と は，

同 一 海 域 に お け るKAIKOj 計 画 やKAIKO-NANKA! 叶百

の 際 に も 観 察 さ れ て い る （Ｌｅ Ｐｉｃｈｃｎ ｅt aloIS81 ；

Fo ｕcheret a1.｡1992) 。

3.3　 化 学 分 析

分 折 結 果 を 表 口 こま と め て 示 す 。 分 折 は ま だ 継 麓 中

で ， 堆 積 勧 そ の も の の 分 析 は ま だ 行 わ れ て い ない 。 衰 １

の デ ー タ は 中 闊 報 告 で あ る。 なお ， 熱 水 誅 水Ｉ Ｉ に よる

サ ン プ11 ン ダ の 廝 ， １本 目 の 芻 水 囂 は多ｌ の 驚 留 水 を 吸

人 す る た め ， 梅 水 献 科 が 大 櫑 に 希 釈 さ れ て デ ー タ と して

使 用 で き な い 。 し た が･ ，て １ 本 目 の デ ー タ は 衰 １ か ら

除 外 し て あ る 。

海 底 直 上 か ら 回 収 し た 海 水 賦 料 は 。 表 １ の Ｂｃ山 ｍ

ｗａtｅr-2 か ら-4 の ３本 が シ ロ ウ リ ガ イ 群 集 直 上 の も の，

ま たBottom ｗａtｅr-5 か ら-l の ４ 本 が ， コ ア 賦 料 を 引き

抜 い た 後 の 穴 の 中 の 海 水 で あ る 。 両 者 を 比 較 す る と。
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麦 １ 洵 窿ａ Ｅ海 水及 び堆 歓 物関 路 水 中 の化 学 成分 儂 覆

Table t Ｒｅsｕltｓ ０１ chemical measurements lortbe ｓｅａｗａtｅｒ samples taken ｊｕｓt above t ｈｅ bottom ａｎｄ th入再声fOｒ lha

ｓａｉｉｍｅｎt・･ry ｐｏrｔ waters.

SiOI 濃度 は後者の方が明らかに高い。 これは後で示す関

脇ｊｋのデータから明らかなように，海 底直上 の海水に比

べて堆種物間隙水 の方 が２譱以上SiOI に 富 むた めであ

ろう。P041 ’.ＮＫ,゛及 ぴpHI こは 違いが認められないが，

アルカリ度はわずかに同様の傾向 が認 めら れる。穴 の中

から採取 した海水の方が，より堆魏物 間隙水 の影響を受

けるた めであろう。ＫＡＩＫＯ-ＮＡＮＫＡＩ叶画の際 も， 柱

状採泥器を抜いた彼の穴 から採取した海水 は，極 めて高

いメタンガス濃度を示した（Ｇａｍｏｅtal.,1992 ）。

闕膝水試料は，布暖直上の海水に比 ぺて， シリカ， リ

ン齔 アンモニア，及 ぴアルカリ度 が 高く，ま たpH は

低い（表１参顯）。これらの濃度 異常 は，堆積物 の色 か

表屬の灰色から黒色に変 わる渊 さ2 ～６ｃｍ の付近 で顕著

とな る 傾向 があ る。Mn  <IV) の 進 元 で生 成 す るＭａ

（XI） は，濃度としては非常 に低い が。 やはり2 ～4cmff

近 で 極大を示した。しかしso,1- は 鑠 さと ともに変化 が

なく，また磋●置元の際に生成 する硫 化水素 もほ とんど

検出 されなかった。その他，CI ”. Ｎａ゛.Mgl ゛も海水

とほとんど変わらず. Ca*+ に わずかな減少 ，Ｋ･ に わず

かな増加飛向 が毘 められた。

当面の結論として，この堆積物 の原 さ14cm 以 内 では，

硫酸還元 による有機物の酸化分解反応 はほ とんど起こ･ｺ

て いないと考えられる。この点では，栫 横灣初島沖の シ

ロウリガイコｇニー内の堆積勧のようlご，深 さとともに

礦酸４ オ ンが直線 的|こ鑛少し， 濛さ14 ～15cm で 硫 酸･f

オ ン 渡 度=  &6mM, 礦 化 水 案=4.33 mM を 示 し た 例

JAMSTEC  J. 0・ 卩Ｓ・・日●･｡｡扣gl 詞4｝

（ Ｍａｓxlｚａｗa et al 。 1992 ） と は 対 顫 的 で あ る 。KA1KO-

MANKAI 叶 画 の 廝| ご採 取 さ れ た シ ｏ り ・ ガ イ の 体 内 に

は イｔ ウ 酸 化 細 菌 が 共 生 し て お り ， 冷 圃 水 中 に 含1 まれ る

縫 化 水 素 を も と に 化 淨 合 成 を 行･ ３て い る と 推 定 さ れ て い

る （ Ｆｉａｌａ-Ｍｅｄｉｃｎｊ ｅt al. 1993) 。 本 機 舷 で 採 取 し た墸

穢 物 中 に 全 く 硫 化 水 素 か 存 在 し な か ウ た こ と は ， シ ロ ウ

リ ガ イ コ ロ ＝ 一 内 部 と 外 郎 と で ， 闕 昧 水 の 化 学 的 性 質 に

魚 激 な 変 化 （ 不i ま鯲 ｎ の あ る こ と を 示 唆 し て い る 。

４．ま と め

1969 年の日仏KAHtO-NANKAI 叶画で発見さ れた東

部南海トラフ付加体前線鄒のシロウリガイコロニー（冷

滉水域）を，｛しんかい65a ｝」（潜航＃n3 ）によりて

1992年に再胃査した。 碍られた成果は以下のとおりであ

る。

Ⅲ　 ＝lロニーの内部と外部で地中温度を精密に測定

し， コロｘ 一内部 の方が，湧水の彫番で温度が高い傾向

にあることを釐l置した。

闥 「しんかい石闃0」による冷濁水と堆積物間隙水の

卷耋について楹．ａぽ所期の目的を達成することができ

た。 すなわち。 シロウリガイコロｓ一直上（數cmja 内 ）

の海水（4 試料），コアラーを引き抜いたあ とにできた

穴 の中の海水（4 試科）を，「しんかい6500」に搖載し

た熟水採水墨を用いて採取することに成功した。さらに

重艢打ち込 み式コフラーを用いて。コロｘ－のすぐ外側

の海底堆積物（直径８ｃｍ）を厚さUcrnt こわたりて層序
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を乱 さずに採取することに も成功した。

（3） 冷湧水と間隙水の化学分折は，船上 でー畛行なわ

れ， さらに下船後陸上の研究室で継続巾 である。今回採

取 した堆積勧は， コロニ ーの縁からわずか30cm 程 度 は

ずれた場所 のもので。表面から数cm 下 から黒色層 が現

われる。この黒 色泥は シロウリガイコロニ ーの海底に露

出しているものと同一 と考えられる。闡隙水 の分折結 果

からは，この黒色盾 の出現に対応してＮＨ,+, ＰＯ
４s-，ｐ
Ｈ

など に変 化 が認 めら れ たが，硫酸還 元の兆倹は濟 さ14

cm の 間 では認 められなかり た。今後，さらに長い コア

試科の採取 ・分折を行 うとともに， コロニ ー内 部のコ ア

試料につい ても調去を巡める必要があ る。

刪　　 辞

有恵義な潜航屑査を行うことがで きたのは，「しんか

い6590」の坂盍司令，井田副司令，福井懼備畏，田代潜

航長及ぴ本榊航時の赤沢船長， 飯嶋船長補佐ほか疋航

チームの皆氛 また母船「よこすか」の兵頭船長以下乗

組員の皆様の適切かつ熟練したオペレーシ。冫のたまも

のであり，ここに厚くお礼申し上げる。 また首席研究員
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